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1. 研究の目的と研究方法
醐II時代の千案県において最大の地域を支配した佐g漏におけろ試送教育が、どのように行われたか
について、歴代の藩主のもとに出された条令を中心に、その位四づけや役割について知ろうとするもの
である。参考汽科として佐含藩渥史、佐n藩年寄H記、申命録 (l 0 代福．E堀田正愛・・・究政 1 1 年
(l 8 1 1) ～文政 7 年 (1 8 21) ・・・が濯士金井忠（命1こ命じて 3 代沼主正俊以来の施政を調丘記録し
にもの）などを集大成した篠丸預彦氏による佐g氏校史や佐倉市史、その他印揺村史、千葉県史、 U本
学校史の研究、日本教育史貸,1他武芸教nに関する文献を用いた。
2. 佐倉藩の慨要
徳川時代の千栞県における領地支配の特徴としては、幕府の膝元であるために請代大名で占められて
いたが、内容的には域持 5、陣fal 0 で、佐g藩の l J 万石の他ぱ関宿瀦の4万 S ·F石を除いて 1 .. 
2 万石の小湿が大部分であった（慶応元年 1 8 6 5)。また安因、上総、下稔のB総三国で約 1 0 0 万
石のうら、大名領を除いた半分以上が幕府のIA刃地としての天領や他大名の分領とか旗本の地行地など
によって細分化して支配されていた。領地の大名は屡々転封されたが、佐8瀑も空氷 1 7 年 (1642)
堀田正盛が藩主となろまでに、戻長 1 4 年(I 6 0 9) II'..土井勝利が湯主となって以来33 年間1C5家
も替ている。① 本研究の対象である堀田氏は、初代藩主iE盛の後を継いだ2ftiF.9]が問題を起して城
地を取上げられ、 1 8 年間で中絶しているが、これを前の堀田氏と呼ひ、復活した3 代花俊以後は、上
州安中、占河、山形、福島と転封され、 7 9 年後の延享3年(1746)7 代正亮のとさに再び佐gIC.
移封された。以後の明治4 年 (l 8 7 I)廃藩閻県に至る 1 2 4 年間を堀田氏が支配したが、これを後
の堀田氏と呼んでいろ。堀田氏の家系については初代溢王を正盛として歴代藩主を通算した。なお歴代
の藩主は幕府との関連が深く、初代正盛は老中、 3 代正俊は老巾、大老、 5 代正虎は大阪城代、 7 代正
亮は大阪城代、老中、 8 代正順は大阪城代、京都所司代、 11 代jE睦は大阪城代から搭末の外交問題の
多難な時期の老中を 2 回も勤めるなど、腿代の藩主はそれぞれ幕閣1こおける重要な役割を果している。
3. 佐倉藩における武芸敬青
佐含蕩の武芸の盛哀は、それぞれの時代の社会的、財政的な条件に大きく影匿されたが、湛王の政云．
教育に対する姿勢ICよるところも大きい。したがってその変退について1辻母代藩主の出された敦令に見
出すことができると考えられがので、教令を中心として考察をすすめたい。なお3 代藩王堀田正俊より、
寛政 4 年 (l 7 9 2) 佐g学問所一囚故堂ーが設立されるまでを1叩日とし、それ以後明治4 年 (1871)
の廃蕩謹県に至るまでを後期とした。
(1) 前期
② 佐倉濯の歴代の涌王は政芸より文学を好む煩向があったといわれているが、 武•五教育にも熱意を
示しており、文武何れにも片寄った施策はみられない。佐a藩の藩政の基本となるのは、 1..11i安中に
転封されf.:3 代藩主正俊によって寛文 7年 (1 6 6 7) に示された御家三箇条である。これは蕩運営
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( l の諸規定であるが、そのうら武芸に関しては、 「常々文氾武送をQ1心掛l霞1よ侍にろ上之m一也、訊
｀克人々心にてを印 r"以て月「要とすぺし」とあり、さらに細目としての安中下知状には、 「試芸之儀m
新敷伝といえども人々可fi立梧、 1与fllいたづら 1こ l1 を送り候田不届破思B餃ln」と申し般しているが、
この家法としての条文が基本となって、以後の佐8学問所が設，とされろまでに文政教刃IC.OOする教令
は 9 回出されていろ。その内で試云IC.ついての主なものとしては、亨保 3 年(1718)2月に4 代
湿主正虎によ って示された条文である。
享保三年二月曲臼付．O) 
年岩成面々試芸におこにり小唄三味硲rP瑞躙等不可然飲勿論酒色に溺猥成行蹄守於有之は急度iiJ被
仰付候ぃ。
と胄年湛七の怠渭な生活に対してさひしく戒めているが、ワ保時代は元緑時代の影蓉を受け文治王
澄の下で大平無1"な時（しとなっている。しかし澪府は財政的に窮乏の時代でゐり、海JI I治政巾で倹約
令が只も多く出された時代でもある。このことは他の甜藩でし同様の状態で、凶作によろ塁民の疫弊
とともに上風は退廃し、武ユ教育＇は西端1こ沈滞した時代でもある。このとき符頂吉宗によって各利の
統澗や財政の改平と政断政治による•1諷刷新が行われているが、所閉？保の改ボである。佐n濯でも
繹した士風を刷新するために武五の匝興をはかり、怠桁な名にはほ給処分をするという強い態度を
示している力‘その効県とといこ問凶もあったようで、 2年後のな保 5年(1720)2月に武芸師
範に対して凪公流儀召1こついて、まに同年 5月には他流批判iふ止の具体的な教令が統けて出されてい
ろ。ｮ 
流f長格とは作菜中の弟・ー（-が巾途で他の流儀に変更することは立しくない。特別のm情があれば止場
ないが、師涌は他流からの沿j・・人りを希望する者は、先師の訂可を得た場合の他は許してはならないと
している。また同年5 月指面に対して出されに教令は、若者であろから卜分配慮するように、また他
流批判をしてはならないとしているふこの教令で効果がl:った例として考えられるのは、中和流剣
術師範安並利長より門人が多くなり、因宅では秋いので庇をつけてU うよう藩に顧出て許され、はじ
めて辺場らしいものが出米たのか！＇保 4年(1719)3月と記蘇⑤されていることである。また翌
年の享保 5年4 月に藩主正虎により城内で巾和流剣術を御覧になっているが、武去流儀科や他流批判
(9 禁止については流派問の軋愕もあったでめろうが、 「他流を感rnし己許を店慢す」 というこの時代
にみられに瓜•上社会の風間の一面をもっていたと芍えられる。
次に7 代濡王正亮、 8代濡王正頓により、政芸“某のため遊学を許すとか褒訂する、などの積極的
ｮ な奨励策をとっているが、ここではそのtt会的背景を除いて条文 たけをあげる。
元文4 年 ( 1 739)6月（正秘代）
ー、御家中之面々、常々文道武ょ、餓油断可被柑古候。御役儀相勤飲面々は、卸Jil手迭に心出け nj
被申候o
ー、 文学政云為渭占、他行致餃償は御定之外、 aJ被差出飲閥、共意趣、 頭支配江市逹、用顧IJJ被申
候、吟味之上、 uJ被仰付候。
天明元年(178 1 ) 1 0 月（正順代）
諸惰古江罷出餃御家巾之苫き面々当時相絃伏ば、祖聞i9保。前々鼓仰出候故、諸門古無油断、 可被
出じ浪。 11又当時御役儀被仰付四候面々之内、送術祖励甲度心出之面々、政玉之儀は格別之給IC伏間、
御川向手送之節は罷出候~uJ致候。
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寛政元年(1789)10月（正順代）
武術得免訂餃もは、是迄茂御褻笑匝F候処、武術之儀は、其g嗜ICは候fり共、格別1こ心出候処尤1こ
思召候1こは、以来武術柑免許候者は、店無差別、邪＆住之者、鬱次男たり共J’1御褒央可被F候。尤軽
き者江は御足米、又は御H録司被'F霞候。文略．
(2) 後期
佐含学問所、佐含蕩校としての佐n学問所は寛政 4 年 (l 7 9 2) 、 8 代蕩主正順によって創設さ
れ、温故堂と称した。この頃すでに全国の諸蕩で3 0 以上の濯校が設立されていたが、 •T渠県でも各
々同じ時期に佐貫蕩の誠辺館、 久留里蕩の三近壬などの逼校が開設されている。
全国的に蕩校の設立が入明、寛政に多いのは、幕府が天明8年 (l 7 8 8) に口平坂学問所を開設
し、朱子学を正学として絞ーしたことが大きく影響している。佐含学問所での教育は、 a平叛学問I所
にならって、入学、修稟、 授稟、行僭の四則を規歪③し、朱·子学を中心として行われた。特色として
は濯士だけではなく策民にも開放されたことであるが、どの位参加したかは不明である。なお武公は
学問所の制度には取入れられておらず、各種目別流派別の師範により師家辺場で行われている。一般
的に師家辺場は師範の私宅を積古所としており、漏の管理支配を受けていなかったが、佐g蕩では、
師範は藩王の任命によるもので、濯l：であるとともに家業としていた。また既IC述べたように中和流
師範が遅場の増築で藩の援助を受けたことや、享保5年の藩Eによる師範人江の教令にみるよう 9C蕩
の監督を受けるとともに師家辺場は、佐n濯の武芸教行に大きな役割をもっていたと思われる。
学問所の不伍と文武五術之制、 学問所一囚故党の数nも文化、文政の抑Uよるa欠筍に不振となっ
た。その理由としては教授以下指導名の多くが他に本務があり、液務で行われていたことや、後半に
は良師を得られなかったこともあるが、最大の駄囚は藩財政の悪化に伴って蕩士の生活の困窮1こよる
這の退廃®があげられる。この風期は佐6蕩だけではなく、幕府及び他の諸＇濯でも同じように財政
の想化と士風の低下がみられた。硲府でも文武伍興策がとられたが、旗本の関心は低く、文化、文政
から天保1こかけて最も低調であった。J9 
文化8 年 ( 1811 )10 代濯主正愛1こよって示された教令は、 「文学手跡試去格古之儀、前々被
仰出候濯には侠得共、親々耳相心得、無油断致じ薬候ほ、 uJ被甲聞候。年輩之族、御役隕相勤候面々
たり共、飼用透之節、致修行候儀は心掛次第之mに伝とあり、更に 3年後の文化 1 1 $1こも大身の者
をはじめ各陪層の者も学問所へ出て学1！りをするように督励の触量々出している。しかしその効果は余
り上らず次刃1こ学問所は衰微した。この状態のなかで文政 8 年 (l 8 2 8) に 1 1 代灌主となった正
駐は、蕩政改革のために人材を登用し、窮乏の蕩士に救済処置をとるとともに衣、 食、 {Lから慶弔な
ど諸会合の飲食から参加人只に至るまできびしく制限しているが、 特に重視したのは文武賑興による
士風の刷新をはかるためで、天保 4 年 (1833)1こ文武必術の制を定め公、J；している。この条令は
画期的なものであり湿政改革の核心となっているが、内容は下記のように 3 代蕩宅の示された家庄や
はじめ歴代藩主によって出された；tな条令を示し、改革の中心となる文武伍興のための諸規定を示し
たものである。
天保 4 年 (1 8 3 3) 文武・云術之問°tI
文武丑術之債、御代々様被仰付区餃因条左之通
御家三箇条（既出略）寛文 7 年 ( 16 67)
安中下知状（ " ) ・
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卒保三年二月御田付（既出略） ( l 7 1 8) 
文化八年十二月被仰出( H )(}810) 
右之通面々被仰出有之上は、 文武五術之儀は肛く心掛、親兄弟も賦油断ttt話可致筈之処、 近年仕9R
之者文武丑術に怠り 、 酒色にふけり候族多く有之段被聞召不届思召候。依之、 向後武公未熟之者家仔
跡式は、 御代々様御定之通可被下屈候得共知行之内歩合を以、附iJ I可被仰付候9µ。但幼少弓 1有内は培
引無之候弔。
一、 文武云術之内 文学 小学四〇訊義成就 礼節滋礼免許 打法浪段術迄成就
兵学免許 武法一術免許 右之内一術成就いたし候はば増引御汲可破下候車。
（文略）
ー、 諸 ・上以上之男子次三男に至迄八オに相成候はば蚊寄証由柑占所之差出、品山手跡礼節亨伍棠可
為致候。拾五オに相成候はば、 学校え差出cJ申候。拾五才以下にても望之者は学校え差出候儀勝
手次第。但八オに相成候に付最寄t8古所へ産出候段、支配頭大日付之可相達候。病身又は無拠互
支等行之難差出候はば、 足以同様可相遠候。
一、武芸惰古之儀は拾五才以上何方之成共面々望之方え差出、修菜可偽致候。但右同断幼年より差
出候儀は面々勝手次第。
以 Lのように、この条令の中心となるのは、従釆より渇財政窮乏のため湛上の家禄は割引されてい
たか、家舒印続の際、 文試4と熟の名は咽引すなわら史1こ支給額を減らす。但し文武のうら何れか免許
を得れば復旧させる。所団一術免許の制ということである。また藩士のf弟は8オになると渭古所へ、
1 5 オ以上は学問所（温故堂）で学ムことと 、 政芸を修菜することを強く指示している。この制度は、
2年後の成徳3院発足に伴って義私制となり、欠席者は届出制であり、退学は許されないというきび
しいものになっている。なお武去を含めて他へ“菜希望の者は、面の上許されるとしているが、この
制度は、江戸藩邸及び返隔の藩上の居庄地にも施行されている。
この制度は天保4 年 ( 11 33) 11月に、福主自ら辿礼以上の者を城内に知めて申渡したにも拘
らず、不参加者があるなと徹底しなかった面もあったようで、更に翌年の天保5年 (1834)11
月に再度包励⑫の触を出し、不参の名に対しては頭支配や大目付によって取濁ぺるなど、 文試振駆の
強化に努力しているが、 この態勢は次の成徳3院の開設に結びついている。
成面占院、文止去術之制が公示されてから 3年後の仄保 7年 ( 1 83 6 ) 10 月 1C学問所は拡大整
備され再発足した。
成困院 文武云術之制が公小されてから 3年後の天保 7年 ( 18 36) 10 月に、 佐含学問所は
従来の儒教中心の小規換な学問所から、 儒学の他に医学所、 六芸所、 面凪船として兵ヤ所、 弓術所、
馬術所、 術所、 柔術所、砲術所、水術所を含む総合的な藩校として成面由院と祢して開設された。
成徳書院の開設に当っては、藩財政の困窮したなかでの教育施設の建設や元実、 哲理運営組織の整備
と指導体制の確立は、文成振興の上で両期的な濱業であったといえるし、熱ほの強さを示したものとい
えよう。
酒it島と武云教行、武芸教育の場としての阪政場は、成徳山院外附囚として、成徳割院が発足して
から 3年後の天保 1 0 年 ( 1 8 3 9) に官理運営の組はや規定がつくられ、建物か完成したのは翌年
⑬ の天保 1 1 年 1 0月となっている。 また潰武場における武芸じ業の目的や留意m項として次のよう
⑭ に隕武場条目 が示されている。
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演政場条目
ー、今度蔭武場面取侵成徳胃院之粁1屈1こ被仰付候上は、修菜之俎身を住るを以本とし、忠孝は不及
甲礼迅を煤ひ、は義を11t じ、 1‘}. ＜比業を学ぷの志肝要なり。抑武送は心身を潤練する：繁にて上達
に馳い、心正しく身や修るの道に伝条、師弟共文政一源の旨趣を会m-すぺきm付、倹素を勤め、
令移を浜じ、風筏をl1ふすべき田。
ー、自已の流涵申立他流之批判いたし候儀は液々御制禁に有之、此度諸辺場ーケ所祖集候故弥以互
に相慎可申in附、他流之仕合地に党類を結ひ候儀堅御制禁之填。
隕武場で行われた武芸は、従来から湿で行われた武術として、次の種目別の流派があげられる。
兵学所 甲州流、北条流、宇佐兄流、艮沼流
弓術所 日四流
男術所 大坪流、八条流
刀術所 照停滞心流、，h和流、浅澗ー伝流、立身流、今川流
柑術／肝 誠心流、鐙密流、佐分利流、宝蔵院流
砲術所 成衛流、石島流
水術所 向井流
柔術所 心明，段活流、荒木流
以上の種目別各流派の佐g藩との粕びつきについては、阻丸頓彦氏1こよる校史や佐g市史に詳しく
述ぺられており、紙数の関係上百略するが、各流派の旧導組説は、成徳書院琺掌記の演武場について
の細目吟に、各流派に師範と執！訳が 1 名づつと示されている。また師範1こついては、 武術各菜一家
を立つる者は師範なり。其悶に応ものなければ、欠棠一家をなすにあらずとも ；f弟之笑を授け、師1こ
代て菜を授る者告貝艮と円ぺし。以下酪」但しUkは免許之8となっているが、師範は家菜として父
・子相伝であり、師範が濯の役尻上の動防多忙とか、病気や •-f•が幼いときは、 ．肛弟が代理となっている。
次に演凪場の規換については、躇丸禎彦氏の作製した成徳邁院敷地の図09によると、位図は成徳置院
の隣で、 極武場は 4 3 5坪と 3 0 0 坪の辺を隔てた 2 ケ所の敷地が示されているが、建物の大きさや
各種目別道場の分類は不明である。また迅掛の使用法や用古時間、参加数などについても不明である
が、醗掌記追加に「右授業は、足迄其家に仕来之通といえども洒差支無之楼申合すぺし」と示されて
いるので↑が報交換は密になったであろうし、施設の利用については、他藩でも各種目別流派別に日割
や午前、午後などの時間差により招古時間を決めているとことが多いので、それぞれの流派で話合に
よって決めたと思われる。
⑰ 次に政芸娯輿策として試業と才能撰り初の制クがある。試~I拉式験であり各種目別流林別に、それぞ
れ年 1 度行われた。才能撲弔の制は人け登用のためであり、師笥や員長により、門弟のうら行状やオ
能の勝れていろ者を、ポ行に推腐する制度である。試業については、天保 l 5 年(l 8 4 4) の記録⑱ 
によると、武云奨励の為に御試として、弓、 t0、刀、よの各流派の試笑1こ藩主自らが l 0 回立合てい
ろ。このような濯主の熱意により文此去術の制度が徹底した為か、武芸奨励の成果が上ったようで、
それを示すものとして弘化 2年 (1 8 4 5) 、文武芸術掛より、成公諸道場の担当者に対して示され
た次のような9付⑲にあらわれている。
液々文武御世話J'j被仰出毎々諸名簿御覧、“菜之閲・子も略御承知は被遊候渇共、去夏御n城已後追
々御見聞窃、思B之外一統上達之！Fとも御凶足之旨御沙汰有之、於nl}者共恐人雌有i霞御座候。右様
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似御甘飼候上は酌又今一界閂出し候様可被心掛餃。武・芸訂楊之儀も行儀刃一之叩こ候所中には迅桟之
取締かなるも有之、又は必術は長し候ても不行償等之t"相聞え候も付之候。一体武行御1ft話i'1< h 
之候も、第ーは几身之幼卸家之偏、 nー術IC及じ伐柑ばパgも“り、自然風俗ら四朴に被成度之御趣
意に候処、不行儀がさつ等の者有之候ては碁御趣なにも相村候次第、前又之通蒙御n約候ても此．ヒ万
＿閃慎怠笥等之巾入御耳飲ては、師範は不及印其必迅之暇塩にも相威恐人候儀付、伍菜出精は勿論何
厚によらず不作法がましき f霞雁之楳司破心掛候。若心閲迎之者も有之候はば、師範日只執巾追芸者よ
り精々致教諭、再三之上にも不取用ものは学問所目付え可被申達餃。
以上のように凪みは振興され軌辺に乗ったが、その後の武伝教育に大きな変化をもたらしたのは、
槌長梨じられていた他流試合が行われるようになったことと、詳式兵法を取人れるようになったこと
である。他流試合は既に亨保 5年 (l 7 2 0) の教令や天保 l 2年 (l 8 4 1) の演試場条目 1こ示さ
れたように、従来から他流批判ととも 1こ栞止されていた力、嘉,k 3 年 (1 8 5 0) taI戸から来た剣
士との内々の立合で、勾技能差が大＇さいことが分り、これを契沢として他流試合が盛んに行われるよ
うになり、叶ぺ力者に指専を受けるようになった。このととは剣術のはか菜術や槍術にも及び、多数の
~ I 各流派の政よ名が佐(1溜を訪れている が、結局は試術が従米0)秘密t没的、型式的なものから宍用
社のものへと変化し1.: (ことである。まに安政以後、洋式の砲術やft棟、兵制改革が行われろに伴い、
従来の武底は•人きな影5を受ける C とになったが、これは佐a蕩だけではなく他の諸濯でも同様の傾
向を示している。
安政以後の武云、佐［I藩では文政 6 年 (1 8 2 3) 外旧船渡来により、窯命で房総梅r山の警備を行
っていたが、弘化 3 年 (l 8 4 6) 切には更に沿岸笞備は性化され、迅水 6年 (1 8 5 3) のペリー
米航以米、藩のlT1.iJJ体制の見1月しが必然的となり、兵iJllJ(l)改革が検討されて、安政2 年 ( 18 55)
には西洋流の兵松をt.体とした少、騎、紺の：ヨ兵制が布告された。これに伴って面政場での刀m道場
については、従来は流派によって別であったが、 諸流旅が合併してーケ所で行うようになったo...術
は新体制から除かれ、弓休if町は廃11：となったが、各師範に対しては、時勢のため巳むを得ないととで
あるから r鮒して欲しい旨の趣．意を伝えている。
との凶1こなると学門所での儒学の請義に参加する者が該ってきているが、面武場における武休iB古
への出席も即くなっているようで、嘉永末から武芸限奥の触Uが度々出されている。そのうら文久元
年 (l 8 6 l) の倍励＠によると、刀れ柔、西洋砲州教場の諸生は、 1 ケ月に 1 0固出席し、叫回凡
そ 7 位］の内占をするように、また火席召については指導口任者が晟べて学問所目付に報占するよう命
し、怠悧は許されないとしている。しかし文久、成治(/)凶となると漬浜や小芦辺、北総ガ面への出兵
することなどもあって、門凸から遥ざかる傾向があった為か、文久 3年 ( l 8 6 3) にも政士の心渭
えや楢古の必要性を説いた触日を出すなど、武公賑興への努力は紐けられた。
明治維祈後の武去、明治維新後の明治 2年 (1 8 6 9) に、販応奉還ととも 1こ威面旧院は改組され、
成徳館と改祢された。成徳館は閉組されるまでの 2 年間の短期間の存続ではあったが、制度や内容は
Kきく改正された。演凪場は軍m竹信下に四かれた力`、 0む函館の教育組織に含まれた。演式場の政去
敦行の上で改正された点は、演政出教師の公選による任命、免許目録の制を 1kめる、刀術、菜術の流
名を廃し単にJJ術、安術とする。既に弓術が廃されたが今回は情術を廃すろ。などの諸点である。
この成函館も明治4 年 (1871)7月の廃漏此県により閉印されたか、比攻 ·1 年 (179 1 )00
設されてから閉釦されるまで8 L 年間紐いた佐a学問所は、明治6年 (1 8 7 3) から私立小中学校
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として屎立佐g中学に移竹されるまで、地域教育の中心的存任となった。
まとめ
佐g藩における正t五の盛印よ、それぞれの時代の藩財政や社会的条件に•大きく影鬱されたが、後の堀
田氏といわれる 7代までの藩主の度直なる移封や、天災による凶作は瀑財政の謳化となり、しばしは上
風の低下となってあらわれた。したがって藩政改革の手段として、きひしい倹約令とともに武公版興IC.
よる土風刷新が行われるのが常であっに。その中で、画期的なものとしては、天保の改革といわれた濯
制改革で、その核心となるのは一灼免許とする文武奨励策であり、教行施設として天保 7年 (1936)
に開設された成徳占院、並1こ天保 1 0 年1こ姪てられた版武場などの整的充実したことである。したがっ
て従来師家道場で行われt.:.ii!:芸は、団武場において計画的統一的に行われるようになった。しかし僻末
期の対外問題が大きくなると軍m体制が蛙化され、統砲を中心とした兵制改革が行われるとともに、弓
術が廃止になるなど武去も変化があらわれるようになった。今回は佐6藩の武芸教n、腿史的な推移1こ
ついて、藩主の数令を中心に概括したが、佐n藩の試玉の特質や諸漏との比較なと・ 1こついて、史1こ検討
を続けたい。
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